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対象世帯数の推移
平成29年度に世帯アセスメント基準を定め、生活
支援相談員による支援の必要な世帯を標準化。
（必要な人へ必要な支援を）

■ 65歳以上高齢世帯　　■ その他

　
東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
、
人
々
の
生

活
基
盤
、
経
済
基
盤
、
人
間
関
係
、
社
会

関
係
が
大
き
く
揺
ら
ぎ
ま
し
た
。
岩
手
県

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
る
人
た

ち
に
寄
り
添
っ
て
支
援
す
る
た
め
、
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
に
生
活
支
援
相
談
員

を
配
置
し
、
幅
広
い
相
談
に
応
じ
、
適
切

な
制
度
・
サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
ぐ
支
援
を
通

じ
て
、
被
災
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

生
活
支
援
相
談
員
は
、「
誰
一
人
、
独

り
ぼ
っ
ち
に
し
な
い
」
を
活
動
理
念
と

し
、
被
災
者
一
人
ひ
と
り
の
声
を
聴
き
、

受
け
止
め
、
寄
り
添
い
な
が
ら
活
動
し
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
被
災
者
支
援
の
方
針
を
「
孤
立

と
困
窮
へ
の
対
応
」
と
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
と
、
住

民
相
互
の
支
え
合
い
の
構
築
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

＜初めての全体研修＞
生活支援相談員カラーとして定着したオレンジベスト

ふくしふくし
inging

東
日
本
大
震
災

被
災
者
生
活
支
援
事
業

　
生
活
支
援
相
談
員
は
、
関
係
機
関
や
民

生
委
員
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
訪
問
に
よ

る
見
守
り
や
相
談
対
応
等
の
『
個
別
支

援
』
と
、
集
い
の
場
づ
く
り
、
支
え
合
い

マ
ッ
プ
を
通
じ
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、
自
治

会
設
立
・
運
営
支
援
な
ど
の
『
地
域
支
援

（
つ
な
が
り
づ
く
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支

援
）』
を
一
体
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

個
別
支
援

　

訪
問
型
の
相
談
支
援
（
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
）
に
よ
り
、
分
野
を
問
わ
ず
ニ
ー
ズ
を

キ
ャ
ッ
チ
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
活

動
を
継
続
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
訪
問

活
動
で
被
災
者
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
っ

た
話
し
相
手
に
な
っ
た
こ
と
が
、
課
題
の

早
期
発
見
や
予
防
に
つ
な
が
り
、
孤
独
・

孤
立
対
策
、
心
の
ケ
ア
等
の
効
果
が
あ
り

ま
し
た
。

活
動
理
念
と
活
動
方
針

個
と
地
域
の
一
体
的
支
援
　

役割 その効果等
傾聴 自殺予防、不安の解消、健康

管理、ニーズ把握、話し相
手、心の健康維持

見守り 安否確認、認知症の発見等。
⇒�課題の早期発見・予防的役
割　安心感

相談 ニーズ把握、課題解決の糸
口、相談窓口の紹介、不安解
消、寄り添い

つなぎ 相談先（関係機関）への情報
提供・共有、同行、同席、支
援のネットワーク化

近隣住民へ
の働きかけ

見守り等を通じたつながりづ
くり、支え合う意識の醸成
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生
活
支
援
相
談
員
が
常
駐
し
、
地
域
の

支
え
合
い
を
促
す
取
組
や
見
守
り
・
相
談

支
援
を
行
う
拠
点
と
し
て
整
備
し
、
令
和

元
年
度
か
ら
住
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

居
場
所
づ
く
り
と
住
民
相
互
の
支
え
合
い

の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
令
和

７
年
度
は
沿
岸
６
市
町
12
か
所
に
設
置
）

★
支
え
合
い
マ
ッ
プ
★

　
支
え
合
い
マ
ッ
プ
と
は
、
住
民
流
福
祉

総
合
研
究
所
の
木
原
孝
久
所
長
が
提
唱
す

る
地
域
支
援
の
手
法
で
、
住
民
か
ら
地
域

の
実
態
を
聴
き
取
り
、
地
図
上
で
つ
な
が

り
を
線
で
結
ん
で
、
地
域
資
源
や
課
題
等

を
可
視
化
す
る
取
組
で
す
。

～ 事業の収束に向け ～
　国の第２期復興・創生期間（令和３年度から令和７年度）の終了
を見据え、生活支援相談員の配置終了後にも支援対象世帯が困らな
いよう、支援ニーズのつなぎ先を検討・確保し、地域での継続的な
見守りにつなげる必要がありました。
　３月号では、収束期の取組等を紹介します。

地
域
支
援

　
元
々
住
ん
で
い
た
地
域
が
被
災
し
、
避

難
所
か
ら
応
急
仮
設
住
宅
、
み
な
し
仮
設

住
宅
、
災
害
公
営
住
宅
、
自
力
再
建
等
、

住
ま
い
の
変
遷
に
合
わ
せ
て
、
住
民
同
士

の
新
た
な
関
係
性
を
生
み
出
す
集
い
の
場

づ
く
り
、
つ
な
が
り
の
再
構
築
、
地
域
資

源
の
発
掘
、
資
源
の
開
発
に
取
り
組
み
、

福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。

★
サ
ロ
ン
活
動
★

　
生
活
支
援
相
談
員
の
地
域
支
援
は
、
皆

ん
な
が
集
ま
る
サ
ロ
ン
が
入
口
と
な
り
ま

し
た
。
集
ま
る
場
所
は
様
々
で
、
社
協
が

民
生
委
員
や
住
民
に
声
を
か
け
、
相
談
し

な
が
ら
立
ち
上
げ
、
集
い
の
場
を
つ
く
っ

て
き
ま
し
た
。

　
社
協
主
催
の
サ
ロ
ン
か
ら
、
徐
々
に
自

発
的
な
活
動
に
つ
な
げ
る
た
め
、
住
民
主

体
で
サ
ロ
ン
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
生
活
支
援
相
談
員
等
が
働
き
か
け

を
行
い
ま
し
た
。

★
地
域
見
守
り
支
援
拠
点
★

　
仮
設
住
宅
等
で
の
サ
ロ
ン
活
動
か
ら
始

ま
っ
た
集
い
の
場
づ
く
り
は
、
復
興
期
に

入
り
、
災
害
公
営
住
宅
等
の
集
会
所
や
空

き
店
舗
等
を
活
用
し
た
地
域
見
守
り
支
援

拠
点
の
取
組
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　
生
活
支
援
相
談
員
が
訪
問
活
動
に
よ
り

住
民
と
築
い
て
き
た
関
係
性
を
生
か
し
、

チ
ー
ム
で
丁
寧
に
事
前
準
備
を
行
っ
た

マ
ッ
プ
づ
く
り
に
よ
り
、
地
域
情
報
の
共

有
や
資
源
・
課
題
の
発
見
、
地
域
の
見
守

り
を
進
め
る
取
組
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
マ
ッ
プ
作
成
後
は
、
内
部
で
事
前
準
備

の
内
容
と
照
ら
し
あ
わ
せ
な
が
ら
振
り
返

り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
は
、「
生
活
支
援
相

談
員
流
マ
ッ
プ
」
と
し
て
、
各
社
協
が
今

で
き
る
こ
と
で
工
夫
し
な
が
ら
、
丁
寧
な

事
前
準
備
を
行
い
な
が
ら
、
社
協
ご
と
に

特
色
あ
る
マ
ッ
プ
作
り
を
進
め
ま
し
た
。
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